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鳥取県中部の地震 (1983年10月31日)の震度分布と地質構造との関係
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occurring on October 31， 1983 in the Central Part of Tottori Prefecture 
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9 1. はじめに

地震発生時の地震動は，地震動分布が地質構造と関係

しているとの指摘が，関東地方を中心とした研究によっ

てなされてきている.例えば，角田・堀口(1981)は，

地震の際に異常震動と呼ばれる顕著な縦揺れ初動が帯状

に現れ，基盤断裂や埋積谷などの地下に存在する何らか

の不連続の反映として現れる可能性を指摘した.また，

坂井ほか(1983)は，鹿島灘沖の地震(1982年3月およ

び7月)の際に，茨城県南西部で認められた震度の高い

地域が，更新世後期における地殻のブロック状変形に

よって生じたと考えられる台地の縁辺に対応しているこ

とを示している.

一方，山陰地方の地質構造の特徴は，新第三系および

第四系の分布が比較的限られており，また，それらの分

布地域においては基盤深度も比較的浅い.つまり，地震

の際の地震動を増幅させる沖積層(軟弱地盤)が薄いた

め地震動がそのまま地表に反映される.さらに，新第三

系と基盤との関係も比較的よく調査されており，これら

の調査結果に基づいて新第三紀以降に形成された基盤内

断裂系が推定されている(山内ほか， 1983)ので地震動

と地質構造との関係を詳細に検討できる

以上の観点から筆者は，山陰地方に注目し，地震動と

地質構造との関係についての調査を試みた.

山陰地方は，地震動調査に適する被害地震が少ないが，

1983年10月31日午前l時51分鳥取県中部を震源とする鳥

取県中部の地震 (M6.3)が発生した.山陰地域では，

M6.0以上の地震は， 1978年の島根県中部の地震 (M

6.1)以来である. この地震を対象に鳥取県中部地方の

広範囲にわたり地震動調査ができた.本文では，その調

査の結果明らかになった現象を中心に報告する.

家大阪管区気象台

9 2. 調査方法

第l図に調査地域を示す.地震動調査は，このような

研究の先駆的な役割を果たした埼玉地震震動研究会の調

査方法に従い，震度，顕著な縦揺れ初動の有無等につい

てアンケー卜と聞き取り調査を行った.

今回の調査では，地震が最近起こったこと，近年被害

地震がなかったことから当時の状況を良く記憶されてい

る方が多いと予想できたため，より細かな震度差を求め

るという目的と埼玉地震震動研究会が使用していたこと

から河角の麓度階を用いた.そこで調査に当たっては，

同会が使用したものを若干修正した調査用紙を使い，河

角の震度階修正表を同会が図化したものに従って震度判

定を行った(第 2図).そのため，本文で使用する震度

は河角の震度階で12段階であり，気象庁震度階の 8段階

とは異なる.気象庁震度階と河角の震度階と比較すると

表 lのようになる.

アンケート調査は，震央の近辺に存在する中学・高校

の生徒・教職員の方々を対象に行い，約4，000の回答を

得た.

第 l園地震動調査地域
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かわすみ しんどかい

河角の震度階

第 2図 調査用紙と河角の震度階を図化したもの.

(埼玉地震震動研究会のものを修正)
注:河角の震度階を図化したものには，震度 0と震度11は省略しである.
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地震のゆれ方の調査のお願い

私たちは，地震の時の大地のゆれ方を調べている者です。特に力を入れているのは，

r地震のとおり道」ともいわれる，よくゆれる場所をつきとめることです。みなさんから
頂いた資料を地図に書いていくと，その「とおり道」が浮かび上がってきます。今までの

調査で何本かの「とおり道」が見つかっていますが，まだまだ地下に隠されているかも知

れません。皆さんに「人間地震計」になっていただき rとおり道」を探しだそうと思い
ます。漫画も参考にしていただき，アンケートにお答下さい。

1 .昭和58年 10月31日の地震の 11寺は(家の中 家の外)で(寝て 座って たって

テレビを見て 歩いて ・して)いて，地震のゆれを， (感じた 感じなかった)。

2.私の家の住所は( )です。

3.私の家は(木造 木造モルタル

階建てです。地震の時私は

鉄骨 プレハプ その他

階にいました。

)でできていて，

4.ユサユサとゆれる前に rドスン」とお尻が持ち上げられるようなショックを(感じ
た 感じなかった)。

5.地震のゆれは，漫画の(1 

2 3 4 5 6 7 

8 9 10)のコマと同じよ
うにゆれ，た。

家の周りの地図を詳し〈奮いて下さい.

{目僚となる趨初，川.道路など)

6.地震の前に rゴオーJとい
う音が(した しなかった)。

7 .そのほかに気がついた事があ

ったら，書いて下さい。

学校名(
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表 1 気象庁震度階と河角の震度階との比較

気象庁震度階101 1 

河角の震度階101 1 

聞き取り調査は，アンケート調査で大きな震度が回答

された地域，当時の新聞等で比較的大きな被害が報告さ

れた地域および震央周辺の集落など約1，000戸について

地震の揺れや被害の程度を聞き，その内容から震度判定

およびアンケート調査から得られた震度の修正を行った.

調査期間は，聞き取り調査の期間も含めると昭和60年 5

月~昭和61年7月までである.

これらの調査結果を地形図上にプロットし，地震動の

特徴，地質構造との関連について検討した.なお，これ

らの検討は島根大学理学部地質学教室で行った.

S 3. 調査結果

3 -1 高震度帯

聞き取り調査を進めていくうえで，周囲よりも高い震

度を示す家屋が局部的に分布することが認められた.そ

こで高い震度を示す家屋がどのように分布するのかを知

るため，より一層高い密度の聞き取り調査を昭和61年 9

月~昭和62年 5月にかけて逐次行った.その結果，周囲

よりも 1-3段階高い震度を示す家屋が，幅20.......50m位

(家屋2.......3軒分)，長さ数100m程度の帯状に分布する

ことが6つの地域で認められた(第3図).本文では，

このように周囲より高い震度を示す帯状地域を高震度帯

日本

x-可(第9図〉

¥豆一一¥ k圃

第3図高震度帯が認められた地域
線枠は第4図および第 7.......11図の位置を示す.

7 

11 

とよぷ.以下に各地域における高震度帯の特徴を述べる.

(1) 東郷池西岸~南岸地域(第4図)

この地域では，多くの家屋が震度4.......5を示す. しか

し南岸の松崎でな，震度6.......7を示す家屋が20-30mの

幅をもって南北に配列するのが認められた.この高震度

帯の北方および南方延長に人家がないため，高震度帯の

長さは200m以上としかいえない.同様に，門田，野花，

田畑，および長江において，震度6.......7を示す高震度帯

が幅10-30m，長さ300.......500mにわたって認められた.

松崎周辺には東郷温泉か，浅津東部には羽合温泉があり，

それぞれの地域で20本前後の試錘資料(鳥取県， 1972) 

がある.地質調査資料と試錘資料から，第 3図の測線

CA-B-C)で示すような東郷池を東西方向と北北西

一南南東方向に切る地質断面図(第 5図)を作製した.

地質断面図にみられるように，東郷池周辺の山地には，

主に花開岩類からなる基盤とこれを覆う三朝層群の火山

岩類が分布する. しかし，南岸の松崎の地下には，断層

によって基礎が200m前後陥没して，幅400m弱の地溝状

の構造が存在しており，この地溝に小鹿累層が埋積して

いる.さらに東郷池南部での重力異常，磁気強度と試錘

tt→ 
川 ・・'"'¥
1 ロムl
→- 、「ーー

・' 羽合温泉
:野が監 :!~ 東郷池

第4図東郷池周辺の高震度帯
本図の位置は第3図中に示しである.震度は河
角の震度階に従う.横線部は沖積低地を示す.
(震度記号は 1プロットが lつの家屋を示す.) 
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4 :石英安山岩質火砕岩(小鹿累層〉

東郷池周辺の地質断面図

(測線は第3図中に示しである)

1 :沖積層 2 :洪積層 3 :安山岩溶岩(三朝層群)

5 :基盤岩類 6:断層 7 :試錘位置

第 5図

東郷池南部における基盤断裂

太破線:基盤断裂 細実線:重力異常

(mgal) 斜線帯:高震度帯

第 6図

本地域の家屋の多くは，震度5を示すが，その中に震

度 6--7を示す家屋が沖積平野の東縁に沿って南北の走

向をもって雁行状に分布する. しかしこの高震度帯は

円
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資料から，東西性および南北性の基盤断裂が推定できる.

これらの基盤断裂と高震度帯との対応を見ると，松崎

で認められる南北性，および田畑と野花の東西性の高震

度帯は，その直下あるいは近傍の地下に推定される基盤

断裂にほぼ平行して現れている.また，-門田にみられる

東西性の高震度帯は，田畑の地下に推定された東西性の

基盤断裂の延長線上に現れている(第6図).

他方，長江で認められる高震度帯の周辺では，基盤断

裂の存在は不明であるが，地質断面図(第5図)でみら

れるように長江一門田を境にして，その西側と東側とで

花商岩の深度が異なる.さらに，重力異常の測定資料

(第6図)から，この基盤深度の変化が急激であること

が読み取れる.すなわち，長江の高震度帯は，基盤断裂

の存在は不明であるが，基盤深度の急変部に並行して現

れている.

(2) 倉吉市余戸付近(第 7図)

倉吉市余戸は，竹田川東岸の沖積平野と山地の境界付

近に位置する.本地域東部の山地は，先中新統の火山岩

類と花商岩類からなり，上余戸団地南方や極楽寺付近の

台地上には段丘堆積物が分布する.
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第7図倉吉市余戸付近の高震度帯
本図の位置は第3図中に示しである.記号は第

4図と同じ.

洪積台地を一部で切っている.また，この高震度帯の南

方延長の地域には，ほぼ南北の走向をもっ基盤断裂が推

定されているι(第12図).

(3) ，倉吉市街地南縁(第8図)

倉吉市街地は，主に沖積平野上にある.その南側の山

地は，先中新統の火山岩類と花商岩類からなり，その北

麓の一部には段丘堆積物が分布する.

倉吉市街地の家屋の多くは震度4---5を示すが，市街

地南縁部において沖積平野の縁に平行して，震度 6---7

第8図 倉吉市街地南部の高震度帯
本図の位置は第3図中に示してある.点彩域は
段丘を示し，その他の記号は第4図と同じ.

を示す家屋が帯状に分布する高震度帯が3帯認められた.

そのうち，南側の高震度帯が最も顕著で，幅20---50m，

長さ400---500mで、ある.

鳥取県地盤図(日本建築学会中国支部基礎地盤委員会

・鳥取建築士会， 1981)によれば，市街地南縁を境にし

て，その北側で沖積層は，層厚が2mから約10mへと急

に増している.さらに，南縁の北側200m付近で基盤深

度が20--30m以上へと変化している.

南側の高震度帯は沖積層の層厚が変化する部分と一致

し，北側のそれは基盤深度が増す付近にあたる.

ι(4) 三朝町小鹿(第 9図)

三朝町小鹿は，三徳川のー支流である小鹿川沿岸の段

丘上に位置している.段丘の周囲には，中新統の小鹿累

層が広く分布する.本地域の南東約 1kmには，小鹿累層

が堆積した陥没盆地の外縁をなす北東一南西方向の断裂

が走っている(福岡・久保， 1969;吉谷・芳沢， 1978). 

東小鹿地区では，震度5を示す家屋が多いが，震度6

---7を示す家屋の帯状配列が北西一南東および北東一南

西の 2方向に20---40mの幅で認められた.さらに，対岸

の西小鹿地区においても，東小鹿地区で

一南西方向の高震度帯の南西方向の延長部で，同様の配

列が認められた.このことから，東小鹿と西小鹿の両地

区で認められた北東一南西方向の高震度帯は，一連のも

のと考えられる.そして，本地域から約 1km離れた地点

を通る基盤断裂とこの高震度帯は平行して現れている.

(5) 気高町姫路(第10図)

気高町姫路の集落は，日本海沿岸の砂丘地から沖積平

口。つ
臼



鳥取県中部の地震(1983年10月31日)の震度分布と地質構造との関係 29 

， 
，圃ーー圃・・・・ー，、
， ， 
ιー一
: 0 200m 
r--I .  

第9図三朝町小鹿の高震度帯
本図の位置は第3図中に示してある.点彩域は

段丘を示し，その他の記号は第4図と同じ.

野部にかけて位置する.多くの家屋は震度4--5を示す

が，震度6を示す家屋が約20-40mの幅で東北東一西南

西方向に約100mにわたって帯状に認められる.人家の

分布が少ないため，高震度帯がさらに続いているかは不

明である

山内ほか(1983)は，鳥取県西部~中部の日本海沿岸

に東北東一西南西の走向をもっ規模の大きい基盤断裂を

推定している(第12図).この断裂は東郷池を切る地質

断面図(第5図)中の長瀬一久留聞にみられる.本地域

で認められた高震度帯は，上記の基盤断裂から500m以

内の位置にあって，断裂とほぼ平行して現れている.

(6) 鹿野町今市(第11図)

鹿野町今市は，南北に延びる直線上の沖積平野のー画

に位置する.本地域の家屋の多くは震度4--5を示して

いるが，その中に震度6を示す家屋が北西一南東方向に

幅20--50m，長さ600--700mにわたって帯状に認められ

る.

この高震度帯は，近傍に推定される東北東一西南西の

基礎断裂と直交する.

3 -2 異常震動域の分布

顕著な縦揺れ初動で特徴づけられる異常震動について

の調査も併せて行った. しかし本震の発生が深夜で

あったため，回答者の体感や記憶が不明確な場合がしば

しばあった. このような場合には，異常震動は現れな

かっだものとして処理した.そのため，異常震動の分布
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第10図気高町姫路の高震度帯
本函の位置は第3図中に示しである.記号は第

4図と同じ

データとしては充分なものとはいえないが，それでも，

異常震動の帯状分布(異常震動帯)がいくつか認められ

た(第12図).

このうち最も顕著なものは，日本海沿岸に沿って北条

町下北条から青谷町青谷にかけて東北東一西南西に延び

るものである.この異常震動帯は，前述の山内ほか

(1983)が推定した基盤断裂とほぼ一致する.また，こ

の異常震動帯の長さは， 15km以上ある.

このほかに，鹿野町今市の例を除いて，高震度帯が認

められた 5地域で，延長数回以下の異常震動帯が高震度

l 帯の部分に認められた. しかし，高震度帯に比べて異常

震動帯の方が幅広く現れる傾向がある.

さらに，三朝町三朝付近で南南西一北北東，南北性お

よび東西性の 3帯と姫路付近から鳥取市にかけての海岸

沿いに東北東一西南西のものがそれぞれ認められた. こ

れらの中で三朝の南北性以外の異常震動帯は，その直下

あるいはその近くにそれと平行する基盤断裂が推定され

ている.しかし三朝の南北性の異常震動帯と断裂との

関係は不明である.

9 4. 考察

地震動が沖積層の厚さと深く関わっているとの意見が

あり，とくに，木造家屋の倒壊率と沖積層の厚さとの関

係は，これまでの大地震での被害調査において検討され
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第11図鹿野町今市の高震度帯

本図の位置は第3図中に示しである.記号は第4図と閉じ

第12図異常震動分布図
基盤断裂は山内ほか(1983)による.

ている(金井， 1973). しかし詳細に検討すると，沖 年報告されている(角田ほか， 1981). 

積層の基底面の急傾斜部に全壊家屋が集中することが近 本調査においても，東郷池周辺の例でみられるように
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鳥取県中部の地震 0983年10月31日)の震度分布と地質構造との関係

(第 4図)，沖積層が厚い平野の中心部より縁辺部に高

い震度が認められる.とくに，東郷町長江や内田，ある

いは倉吉市街地南縁(第 8図)では，沖積平野の縁に

沿って高震度帯が認められた.

しかし，高震度帯は沖積層がほとんど分布しない地域

や，沖積平野から洪積台地にかけて認められるものがあ

る. このことは，高震度帯が沖積層の分布とは直接結び

つかないことを示すものと考えられる.むしろ，東郷町

松崎，田畑，野花，倉吉市余戸，および気高町姫路では，

地下に推定される基盤断裂の直上ないし近傍，あるいは

その延長上に断裂とほぼ平行して高震度帯が現れている.

さらに，鹿野町今市の例を除いて，高震度帯が異常震

度帯と重複して現れている.角田・堀口(1981)によれ

ば，異常震動帯は基盤断裂，埋積谷，地下崩線などの地

下の地質的不連続の上に現れている

これらのことから，高震度帯の原因の 1つとして基盤

断裂を考えることができょう.また，倉吉市街地や東郷

町長江などの例のように沖積層基底面の深度が比較的急

激に変化する部分に高震度帯が現れることから，高震度

帯は，基盤断裂以外の地層の急変部をも反映するものと

4考えられる.

9 5. おわりに

鳥取県中部の地震による地震震動についての調査結果

は次のようにまとめられる

(1) 沖積平野においては，その中心部より縁辺部に，あ

るいは沖積層の層厚が急に変化する部分に高い震度が

現れやすい.

(2) 周囲より高い震度を示す幅20-50m，長さ数100m

の帯状の地域(高震度帯)が6つの地域で認められた.

それらは l例を除き，直下ないし近傍に推定された基

盤断裂に平行するか，沖積層の基底面が急に深くなる

部分に沿って現れている.

(3) 異常震動は基盤断裂付近に現れやすい.また， 1例

を除いて高震度帯上に異常震動が認められているが，

後者の方が幅広く現れる.

以上のように，今回の調査で認められた高震度帯と異

常震動帯の多くは，基盤断裂あるいは地層の急変部を反

映したものと考えられる.とくに，基盤断裂の影響が大

きいものと考えられる. しかし，地震の際のこのような

高震度帯について調査した例は少なく，高震度帯の全体

像についてはまだ把握されていない.また，基盤断裂に

ついてもその形成時期，あるいはその規模などについて

も充分検討されていない.これらの問題は今後の課題で

ある.
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今回は，鳥取県中部の高震度帯についてその調査結果

を中心に述べたが，島根県東部でも高震度帯が認められ

た.このことについては，現在地下構造との関係につい

て検討中である.
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